










要旨

　(1)ジストロフィー筋小胞体の機能を skinned fiber 標本により迫究するた

めの基礎実験として,chemically skinned fiber を作る方法を探索した.

　(2)サポニンは 5μg/ml 以上で細胞膜透過性を増大せしめたが、小胞体機能

は 1OOμg/ml 以上ではじめて障害された.収縮蛋白系は 500μg/ml でも影響を

受けなかった.

　(3)以上の結果から,サポニン 5～50μg/ml 処理によって、小胞体の機能を正

常に保った骨格筋 chemically skinned fiber を作ることができることが分っ

た.

　(4)サポニン以外の界面活性剤は,細胞膜透過性を増大せしめる最小濃度で,

すでに小胞体機能を障害した.


